
１． 国際フェスティバルにおける青少年事業の構築

２． 青少年育成事業の実施

３． 9月例会メインアワーの構築

４． 京都会議への参加

５． ５月例会メインアワー「国際フェスティバル」の構築

６． 世界会議への参加

１． 国際フェスティバルにおける在住外国人と宮崎の青少年の交流を行う。

２． 青少年育成事業を実施する。

３． 青少年育成に関して例会を通じメンバー全員で考え行動する事業を行う。

４． 京都会議への参加を推進する。

５． 国際フェスティバルを通してメンバー全員で在住外国人との相互理解を深める。

６． 世界会議への参加を推進する。

ＮＥＸＴ５

１．誰も取り残されない地域の実現

１－２　多様性を尊重した教育の推進

１－６　ニューノーマルへの適用

１－４　伝統の継承（宮崎の文化）

１－７　ジェンダー平等の実現

１－８　ＪＣブランド確立と認知度向上

２．労働生産性を向上させる地域の実現

２－３　イノベーションの促進

２－４　ＤＸの推進

２－８　企業・学校・団体との連携

設 置 目 的

急激に変化する現代社会に適切に対応し、宮崎を中心に世界で活躍する人材を育成する事

業を展開します。また、今後も増加する宮崎に住み暮らす外国人とより良い関係性を構築

し共存していくきっかけとなる事業を構築することを目的とします。

一般社団法人 宮崎青年会議所　２０２３年度　未来グループ基本方針

常任理事　甲斐　智大

設 置 背 景

AIやIOTが急速に発展する現代社会において時代の変化に対応できる人材とそうでない人

材の企業側の価値に大きな差が産まれております。また、コミュニケーション能力がより

求められている現代において、青少年期に自然にふれ人間関係能力の高い人材を育成する

ことも必要です。また、コロナ禍で国家間の人員の移動が困難になっている現在でも宮崎

に住み暮らす外国人は増加傾向にあり、今後も互いの文化を理解し合い良好な関係を築き

続ける必要があります。

運 動 手 法

運 動 計 画

（ Ｋ ＰＩ も記 載）

パートナー

宮崎県

宮崎市

宮崎県内各自治体

宮崎県内各小中高校及びその生徒

宮崎県内各大学及びその生徒

公益社団法人 日本青年会議所

宮崎ＪＣシニアクラブ

公益財団法人 宮崎県国際交流協会

宮崎市国際交流協会


